2010年総合科学実験センターメールマガジン
●　センター長挨拶
総合科学実験センター長　山田　守（大学院医学系研究科（農学系）併任）
総合科学実験センターは、本学の先端的研究支援組織として８施設を統合して設置されました。これまでの７年間は、施設毎の運営がなされてきましたが、今年度からセンターとして一体的運営を推進し、本学の中核的支援体制を整えようとしています。新しい規則では、利用者の意見を広く汲みとるために山口地区及び宇部地区に利用者連絡会を設置するとともに、運営委員会でセンター全体の方針を決め、支援事業を実施することになります。今年度は、「総合科学実験センター」の組織としての機能性を高め、効率的な設備の運用を行うよう更に努力していきます。
●　分野長挨拶
　　　　　　　　生命科学分野　村田智昭
来年度に、「動物愛護管理法」の見直しが予想されます。これまで以上に実験動物の取扱いについて厳しくなることが予想されますので動物実験を行う研究者のみなさまにはご配慮を頂きたいと存じます。今夏ごろを目途に、前述の法律を管理している省庁よりアンケート調査がある予定です。
分析実験分野　岩尾康宏
分析実験分野では、吉田地区の機器分析実験施設と小串地区の生体分析実験施設に、 物理・化学から生命科学分野までの最新の分析器機を備えております。
昨年度末までに、新たな共同利用機器が多数導入されました。各施設の案内を見ていただき、みなさんの活発なご利用を心からお待ちしております。
排水処理分野　石黒勝也（理学部併任）
今年度より改組により排水処理分野となり分野長に名称が変わりました。学内では単に廃液・排水だけでなく山口大学の環境保全への体制の中核となるような事が求められています。皆様のご理解、ご協力の上に山口大学の環境保全が保たれております。
アイソトープ分野　真野純一
放射性同位元素は、タンパク質の翻訳後修飾検出、低分子の膜輸送アッセイ、酵素活性測定などに不可欠なツールとして使用されています。施設のスペースなどをより有効に利用するため、吉田地区の（旧）アイソトープ分析施設の管理区域の一部を一般実験用に改修します（詳細は「施設概要」）。
資源開発分野　水上洋一
遺伝子改変動物やベクター改変などに取り組んでおり、今年は、何らかの成果を出したいと思っています。研究者向け講習会では、視聴型セミナーから体験型セミナーを増やし、みなさんの興味を刺激できればと思っています。
●　教員挨拶・将来の夢
　ＲＩ実験施設　坂口修一
放射線は医療、工業、農業、研究さまざまな分野で広く利用される他、自然の中でもそれこそどこにでもあるものですが、放射線というだけで多くの方々から必要以上の恐怖感や誤解を持たれているように感じます。新聞でさえもしばしば放射線と放射能を混同している程で基礎的な知識が普及していないこともその一因かと思われます。最近の改訂で中学校の理科の学習指導要領にも放射線に関する項目が加えられましたし、山口県にはこれから原子力発電所も建設されます。これをひとつの機会ととらえ、これから一般向けの講習会などを通して、放射線に関する知識を広く伝えることができるとよいなあ、と思っています。
●　今年度の施設概要
機器分析実験施設
昨年度、機器の新規及び更新により最新の機器が導入され、利便性が向上しました。導入されたのはEPMA、NMR (400 MHz)、セクショニング光学顕微鏡、DNAキャピラリーシークエンサ、GCMS、電子プローブマイクロアナライザ、凍結ミクロトーム、超純水製造装置です。なかでもEPMAは微小部の定量・定性分析が可能であり、サブミクロン領域での分析や複雑な形状でのマッピング分析も可能になりました。また、NMR（400 MHz）では自動測定での分解能調節が短時間で行えるようになり、測定時間の短縮が可能になりました。
遺伝子実験施設
今年は、リアルタイム細胞解析装置(Bio-station IM)、レーザーマイクロダイセクション（ライカ）、アルファテクノロジーEnspire（PE）が設置されました。いずれも少ない労力できれいなデータを出すことができます。これらの機器説明会の様子は、ビデオで録画されており、ホームページからダウンロードすることができます。ぜひご活用ください。
実験動物施設
　実験動物施設としては、営繕工事完了後５年を経過し、新たな修理補修が必要な部分、あるいは利用形態の変化が起きています。その短い期間とはいえその変化に即した対応を行いたいと考えています
生命科学実験施設
　生命科学実験施設は、新営後１７年が経過し、機械類を始め老朽化や利用形態の変化が著しくなってきました。今年度から大型の営繕工事の要望を出していますが、大胆な利用方法の変化も考慮し、時代に見合った利用しやすい運営を心掛けています。
生体分析実験施設概要
　生体分析実験施設には、透過型、走査型電子顕微鏡、共焦点レーザー顕微鏡、タンパク質質量分析器及びセルソーター等の機器が設置されて全学で利用されています。本年度からは新たに技能職員1名が配置され、電子顕微鏡用の試料作成等のサービスも可能となりました。また、設置機器の操作講習は個別対応可能ですのでいつでも問い合わせください。
ＲＩ実験施設（旧アイソトープ実験施設）　
　センター組織の改組に伴い、施設名がこのように変更されました。
　山口大学では昨年７月に管理下にない非密封放射性同位元素が発見されまし
た。今年の夏もまた放射性物質と核燃料物質の全学一斉点検を行います。文科
省によれば、今回の一斉点検後、再度、発見された場合は、様々な処分を行う
ということなので、この機会にしっかり点検して下さい。
システム生物学・ＲＩ分析施設（旧アイソトープ分析施設）
近年急速に発展するシステム生物学的分析が本学でも今後増大することを考慮し、吉田地区の（旧）アイソトープ分析施設を、今年度から上のように改称しました。管理区域の一部を一般実験用に改修し、吉田地区での基本的な遺伝子解析支援に加え、プロテオミクスのための二次元電気泳動画像解析システムの導入、メタボローム解析の支援などを進めていく計画です。管理区域は縮小されますが、ＲＩ実験は、ほぼ従来どおり行えるよう支援を続けます。
排水処理施設
今年度から、排水処理施設宇部分室（小串地区）が設置され、山野技術職員が宇部勤務（2-3回/週）となり、宇部地区のサポートを充実する事になりました。これまでは電話・メールを使った対応が多く、直接、廃液・薬品を見ての相談が限られていました点が改善されました。宇部地区の方は困った事がありましたら宇部分室（電話3064）をご利用ください。もちろん今まで通り山口地区のサポートも有ります。 
●　施設紹介　第５回 遺伝子実験施設
遺伝子実験施設は、平成６年に発足し、当時は医学部の中央研究棟の２階と４階を借りて活動を開始しました。平成１０年に施設が竣工し、本格的な活動がスタートしました。現在は、教員２名、教務補佐員１名、技術補佐員３名で研究支援を行っています。機器利用の他、セミナーや講習会の実施、遺伝子配列決定業務、コンピテントセルの供給、定量PCR用の試薬提供、オリゴDNAの合成サービス、遺伝子・細胞バンク事業、DNAアレイ受託解析など様々なサービスを行っています。今後は、中国地区の国立大学遺伝子実験施設と協力して機器の相互利用や受託解析、安全研修会の実施を計画しています。これらの相互利用が可能になれば、鳥取大学のセルソーター（MoFlo）や岡山大学のMALDI-TOF/TOF、島根大学のDNAアレイスキャナー（アジレント）などが自由に使えるようになります。ぜひご期待ください。
●　ちょっとアドバイス　第５回　生体分析施設
　昨年度末に新しくFEI社製のQuant3DFEGというFIB-SEMが設置されました。
この機器はFIB(Gaイオンビーム)で試料表面をミリングしながらSEM観察が可能です。さらにOmniprobeを使うとバルク試料の任意の部位を薄膜化しで取り出し、TEMホルダーに移設してTEM像観察も可能です。また、SEM内でSTEMモードでの観察もでき、特にHAADF(High Angle Annular Dark Field)像では通常のTEM像ではコントラストのつきにくかった部位の観察が可能です。FIBとSEMを組み合わせると従来とは異なった新しい観察方法が考えられます。利用者の方から新しい観察方法等の提案があれば可能な限り対応していくつもりですので遠慮なく当施設まで問い合わせください。
●　2009年度センターで行ったセミナー講習会等

総合科学実験センター

第１回総合科学実験センター研究発表会
開催日時：平成２１年７月７日（火）１３時３０分〜
開催場所：遺伝子実験施設カンファレンスルーム

第２回総合科学実験センター研究発表会
開催日時：平成２１年１２月１４日（月）１３時３０分〜
開催場所：機器分析実験施設2階講習室

排水処理施設
１．実験廃液の出し方の講習会
常盤地区 4月15日　参加者 170名
小串地区 4月17日　参加者 12名
吉田地区 4月22日　参加者 52名
２．WEBによる廃液搬入申請の説明会およびWEBによる薬品調査方法の説明会
吉田地区 4月2日　参加者 36名
小串地区 4月17日　参加者12名
常盤地区 4月15日　
３．廃棄物貯蔵施設利用説明会
吉田地区　5月20日　参加者 21名
４．廃液の取扱方についての説明（共通教育 化学実験）
TAガイダンス 4月2日
化学実験受講者（前期） 4月9、10日
化学実験受講者（後期） 10月1、2日

５．排水処理センター無機系廃液処理施設公開、見学
4月23日理学部８名
6月19日施設見学　農、理学部14名
10月16日 理学部2年生　40名
12月1日　1年生　2名
機器分析実験施設
・NMRの利用者（400 MHz、 500 MHz 講習会）４回

・EPMA利用者講習会　２回

・セクショニング光学顕微鏡（新規導入）講習会　２回

・DNAキャピラリーシークエンサ（新規導入）講習会　２回

・ガスクロマトグラフ質量分析計（新規導入）講習会　２回

・電子プローブマイクロアナライザ（新規導入）講習会　２回

・核磁気共鳴装置（新規導入）講習会　２回

· 凍結ミクロトーム講習会（新規導入）１回

・超純水製造装置　１回
システム生物学・ＲＩ分析施設
2009年4月

放射線継続取扱者のための教育訓練
2009年6月〜7月
放射線新規取扱者のための教育訓練（３回）
遺伝子実験施設
2009.4.2　ミトコンドリアDNA維持の細胞機能における重要性セミナー　17名
2009.4.15　DNAシークエンス技術お悩み相談テクニカルセミナー　20名
2009.4.23　QIAcube機器説明会　13名
2009.7.3　　iMarkマイクロプレートリーダーの使用説明会　6名
2009.11.24　アルファースクリーニングセミナー　10名
2009.12.4　G蛋白質供役型受容体(GPCR)研究の新展開セミナー　40名
2009.12.17　レンチウイルスベクターのセミナー　4名
2010.2.10　生細胞タイムラプスイメージング装置Bio Station利用説明会　9名
2010.3.17　画像解析装置FluorChemFC2利用説明会　9名
2010.3.2　AlfaScreenのテクニカルセミナー　8名
●　2009年　センター職員の研究業績
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· 編集後記
南アフリカサッカーワールドカップは、日本の決勝トーナメント進出で盛り上がっています。大会前は、日本の不調をバッシングしていたメディアが、手のひらを返したようにべた褒めしているのは滑稽ですが、調子が上がらなかった選手を外して、本田選手や川島選手のような調子の良い選手を起用した岡田監督の柔軟性をほめるべきでしょう。ネームバリューにこだわらず、能力のある選手を見抜く力こそ、組織のトップに必要なのだと痛感しました。（宇部地区副センター長）
 

